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あり，先の方法と比べれば，当然のことだが比較的新Lい。   
第一の方法にせよ，第二の方法にせよ，これまでにいろいろな説が述べられ  
てきた。しかしながら，小論では特に第二の実験的方法に限定して，今までに   
娩生倍大郎  
試みられることのなかった角度から，モンゴル語における母音詞和の一側面を  
切り取ってみることとする。   
1． 目 的  
実験研究といっても，物理的な方面からの音響音声学的研究と，生理的な方  
面からの生理音声学的研究とでは，かなり遮った様相を呈する。筆者自身も，  
かつて娩生倍大郎（1973，1975，1976）などにおいて，SOund spectrograph  
を用いた，音響音声学的側面からの研究結果を公にLたことがあるが，管見の  
およぷ範囲では，これが現代の標準的なハルハ・モンゴル語を扱ったものとし  
ては，世界でも比較的早い時期に行なわれた研究となったようである。   





















しても有効である。   
生理音声学的実験によるモンゴル語の母音詞和   
従って，本研究では主としてこのF－Tモードによって，インフォーマソト  
の調音する現代モンゴル語のデータを解析することとした。  
2．2．インフォーマントおよび調査語tなど   
本実験に協力してくれたインフォーマソトは，   
名前：6aaTapCa触aH（バータルサイハソ）  






非円唇母音  円唇母音  
男性母音  a／a／  y／Ⅵ／  0／0ノ  
弧／ax／  yxルⅩ／   0Ⅹ／0Ⅹ／  
Ⅹa町‘Ⅹal／  ⅩyJI／Ⅹ山／ ⅩOJI／Ⅹd／  
皿a瓜／dal／  且yJl／dul／ 且M／dol／  
且aM鑑yyJIaX／damzjuulax／  
女性母音  ヨ／邑／  Y／u／  ○／6／  
∋Ⅹ／邑Ⅹ／  YX／臼玉／  臼Ⅹ／枇／  
Ⅹ9叫′Ⅹ邑1／  ⅩYJI／Ⅹ山／ Ⅹ◎刀／Ⅹ己Ⅰ／  
几訊町′d封／  几Y刀／dtil／ 加町′d61／  
皿∋MⅡYYJI∋Ⅹ／d去mヱi皿1弛／  




て貰ってから，本実験を行なっている。また，それぞれの語彙ほ】母音調和の   















かった。   
次に，flowの測定方法だが，理論的には   
生理音声学的実毒如こよるモンゴル語の母音調和   
（1）当該音素の占有する波形包路線を摘出し，その積分値を計測する。   
（2）当該音素の占有する波形包路線のうちから，ピークにおける1点のみ  
を抽出し，その値を計測する。   






3．実験結果   





にほかならない。   
次に，bほ本研究の中核となる呼気流量と時間との相関をとらえた，いわゆ  






する。   
さて，国2－a′｝8－bまでは，単独で調音したモンゴル語の母音を解析し  
た結果である。   
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先程と同様，この結果を数値にまとめてみると，次に示した蓑2のようにな  
る。  
flow  i【ltenSity  
／a／イ且ノの／a／  193（mI／s）  81．3（dB）  
／a／イ邑／の／邑／  120  
／0／イa／の／○ノ  140  
／0／イ6／の／d／  113  
／u／イ也／の／u／  207  






表2   













／a／  ／宜／／0ノ ／∂／／uノ ／缶／  
田12 対にして詞書きれた母音。なお，実線ほflow，点線ほintensityな示す。  











入れて，最後にもう1パター ンの予備実験を行なうことにした。対をなす母音  
音素を調音Lて貰う際に，先にするか後にするかで，傲妙だが数値に影響があ  
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先避と同様，この結果を数値にまとめて嵐ると，次に示した表3のようにな  
る。  
flow  intensity  
佃／イ且／の／a／  93．3（mls）  76．0（dB）  
／屋／－／a／のノ乱／  73．3  
薄／イ0／の／0／  347．0  
西／－／0／の／6／  313．0  
／也ノイu／の／u／  247．0  











5．2．本巣醸の結果   
予備実験匿よって得られた知見をまとめておけば，  
（1）母音調和の観点から対をなす母音は，同叫シークコニンスの中に収めな  
ければならない   
（2）目的とする音韻が，先に立つか後虹立つかで，多少の違いはあるもの  
の，相対的な関係は変わらない   
（3）Intens呈tyは，呼気流量irこ比べると，余り明瞭に差異をとらえること  
ができない  





同じである。   
先ず園16－a～1軒－bに，   
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／VC／  という構造で，最小対立をなす語菓を対象とした  
実験結果を示す。   
次に，これらを真4に数値化しておく。  
＋continuant   
－ VOiced  








223（ml／s）  ／C V C／  
＋continuantlr＋continuant  




ちなみに，モンゴル語の／1／は，音声学的には有声側面摩擦音である。   
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］【  ＋ voiced  ＋ マロiced  
という構造で，最小対立をなす  
語菓を対象とLた実験結果を示  
す。   
また，これらを数値化すれ  
昧，表6のようになる。   
表6  
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なる。   
最後に，将来の見通しをつける意味合いから，ほんの1例だけ，多音節単語  
の美貌結果を示してみよう。囲26‥a～Cは，3音節語で非円唇の最小対立を  
示す例だが，F－Tモードによる記録国は，次のようになる。   
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???????
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なお，これらを数値化すれば，表7のようになる。  
flow  
／damzjll11lax／－／damzjtiiil諷Ⅹ／の／a／  203（ml／s）  
／dam如皿1乱文／－／曲mzjt沌旭Ⅹ／の／温／   147  
表7  







（2）非円唇母音の／a／と／打は，表3において全ての組の中で，最低値を   
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記録している。また，これとは裏腹に，麦5においてほ，／且／が全ての記   











などの諸点が，明らかになった。   




4．1．円唇母音に2つのクラスを認める   
まず，第1の点だが，これまでにも円層化の度合いが問題にされたり，音韻  
論的な観点からの機能負担が問題にされたりして，いわゆる円唇母音群を，  
a．／0／一作／のグラス  b．ル／一座／のクラス  
に二分しようとする考えが，モンゴル人ネイティブの研究者たちからも発表さ  
れてはいた。しかしながら．少なくともこれほど明確に，生理音声学的観点か  





も，厳しく受け止めておく必要があるだろう。   
50  妹生信太郎  

















G山方mamn と同じ結論を引き出している。そしてその結論は，今回の実験観  
察でも，一部で一致した。具体的に指摘すれば，予備実験の段階で得られた，  








きく作用しているものと見るべきであろう。   























柄に関する借軒度を向上させるか，の一点につきるのでほないかと思われる。   
なお，最後に本研究のインフォーマソトとして，大きな助力を惜しまなかっ  
たモンゴル共和国からの留学生，パ＝タルサイハソ氏に，記Lて深謝の意を表  
する次第である。   
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